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カ官ア
ア
イ
カ
ハ
艶
河
町
ィ
石
川
郡
西
泉
の
内
の
小

字
。
も
と
栢
河
と
書
い
た
。
そ
の
北
方
田
聞
に
一
段

高
き
館
祉
が
あ
り
、
錨
尾
記
に
は
、
天

E
八
年
柴
田

軍
の
侵
入
し
た
時
、
相
子
三
郎
左
衛
門
が
涯
郷
の
永

島
備
前
と
共
に
愛
に
撮
っ
て
戟
死
し
た
と
す
る
。

ア
イ
ゼ
ン
イ
ン
鍵
染
院
金
潔
観
普
町
の
山
上

に
あ
っ
て
提
言
宗
に
昆
し
、
元
は
観
音
院
の
支
院
で

あ
っ
た
。
貞
享
の
翻
膏
院
由
来
書
に
、
笛
寺
地
内
愛

染
院
は
、
鹿
安
三
年
観
音
院
三
世
結
審
の
創
立
に
係

る
と
あ
る
。
今
殆
ど
廃
寺
に
顕
し
て
ゐ
る
。

ア
イ
タ
キ
ポ
ウ
舗
漉
窃
能
美
郡
酒
漉
に
在
っ

た
一
向
宗
寺
院
で
、
蓮
如
の
三
男
蓮
綱
の
創
め
た
所

で
あ
る
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
反
古
袈
に
、
『
永
正
の
夏

国
知
上
人
あ
そ
ば
さ
れ
候
御
自
筆
御
利
の
御
書
云

云
。
そ
の
傑
敏
に
、
近
年
郡
部
と
も
に
坊
舎
建
立
の

事
し
か
る
べ
か
ら
ず
云
々
。
よ
ろ
し
く
停
止
あ
る
べ

き
旨
仰
出
さ
る
。
是
に
よ
り
私
建
立
の
在
所
、
若
松
・

清
揮
・
二
俣
・
波
佐
谷
・
鈷
溺
・
山
田
・
潤
野
の
外
は
略

定
す
。
』
と
見
え
る
。

ア
オ
ジ
ン
タ
ヤ
阿
於
紳
位
も
と
鹿
島
郡
鵜
浦

に
在
っ
た
。
式
内
等
萄
世
記
に
、
『
阿
於
紳
祉
。
中
山

ア
イ
l

ア
カ

郷
鵜
浦
村
銀
座
。
癖
=
阿
於
大
明
紳
寸
』
叉
貞
享
書
上

に
、
『
鵜
浦
村
氏
紳
御
門
主
阿
於
大
明
跡
、
末
枇
御
門

津
波
久
志
社
・
門
島
鼻
祉
・
阿
於
野
建
祉
。
』
と
あ
る
。

蓋
し
阿
於
紳
祉
は
、
も
と
鵜
浦
の
内
崎
山
の
阿
於
谷

に
銀
座
し
た
も
の
で
、
今
鵜
浦
な
る
御
門
主
防
古
紳

祉
の
栢
殿
と
な
っ
て
ゐ
る
櫛
入
玉
命
で
あ
ら
う
。

ア
オ
ダ
-
-
相
合
谷
石
川
郡
陪
川
庄
に
鴎
す
る

部
務
。
ア
オ
ダ
-
-
イ
シ
相
合
谷
右
石
川
郡
相
合
谷
か

ら
出
る
石
討
。
賓
隠
十
三
年
の
調
書
に
、
翻
領
村
の

者
が
石
山
を
買
受
け
て
之
を
切
出
し
た
と
あ
る
。

ア
カ
ア
シ
赤
脚

4
ア
カ
ジ
リ
赤
尻
。

ア
カ
イ
ハ
赤
岩
能
美
郡
白
峰
に
囲
す
る
小

字
。
白
峰
か
ら
牛
首
川
に
沿
う
て
九
粁
を
測
っ
た
右

岸
に
在
る
。

ア
カ
イ
ハ
ジ
ヨ
ウ

赤
尾
域
。

赤
岩
城

↓
ア
カ
ヲ
ジ
ヨ
ウ

ア
カ
イ
ハ
ノ
カ
ツ
ラ
赤
岩
の
桂
能
美
郡
白
峰

部
務
に
臨
す
る
赤
砦
の
虫
尾
祉
境
内
に
大
径
が
あ

り
、
地
上
一
米
に
於
い
て
そ
の
叢
生
し
た
周
悶
一
回

米
四
を
測
っ
た
が
、
昭
和
九
年
七
用
十
一
日
手
取
川

の
洪
水
に
疏
失
し
た
。

ア
カ
ウ
サ
ギ
ヤ
マ

赤
鬼
山
。

ア
カ
ウ
ラ

. 

赤
兎
山

4
ア
カ
オ
ユ
ヤ
マ

赤
浦

鹿
島
郡
奥
原
保
に
鴎
す
る
部

a 

帯
。
ア
カ
ウ
ラ
ガ
タ
赤
浦
潟
.
鹿
島
郡
赤
捕
に
在
っ

て
、
湖
脚
松
百
を
経
、
七
尾
甫
脇
陣
に
通
ず
る
o
周
間

四
粁
除
。
も
と
入
江
で
あ
っ
た
と
い
ひ
、
今
も
餓
水

を
描
へ
て
m
m
る
。

ア
カ
ウ
ラ
シ
ン
赤
滞
新
鹿
島
郡
奥
原
保
に
回

す
る
部
務
。

ア
カ
オ
-
-
ヤ
マ
赤
鬼
山
能
美
郡
と
越
前
大
野

郡
と
の
境
界
に
在
っ
て
、
高
さ
一
六
二
九
米
。
山
間

石
英
粗
商
岩
。
地
聞
に
こ
れ
を
赤
兎
山
と
記
す
も
の

あ
る
は
識
で
あ
る
。

ア
カ
ガ
タ
-
-
赤
ヶ
谷

に
あ
る
谷
。

ア
カ
カ
ミ

落。

鳳
至
郡
波
並
部
落
の
北

赤
紳

鳳
至
郡
仁
岸
郷
に
毘
す
る
部

ア
カ
ガ

ε

字。
ア
カ
カ
£
ザ
キ

に
在
る
岬
角
。

赤
紳

珠
洲
郁
馬
線
の
う
ち
の
小

赤
紳
崎

鼠
歪
郡
赤
掛
仰
の
海
岸

ア
カ
タ
ラ
ゴ
ン
ゲ
ン
赤
穣
構
現
鹿
島
郡
三
引

の
赤
磁
山
に
在
っ
た
匙
殿
。
式
内
等
醤
註
記
に
、

『
赤
誠
静
枇
。
三
引
保
赤
誠
山
銀
座
。
稽
二
亦
蔵
櫨
現
叩

或
云
赤
誠
山
本
宮
縦
割
。
祭
神
大
己
貴
命
。
』
と
あ

旬
、
縁
起
に
は
、
天
平
二
年
多
武
峯
定
患
の
高
弟
愚

淵
が
、
東
宮
の
眼
疾
平
穏
を
此
の
山
に
祈
っ
て
治
し

置
さjゑ

続

s‘ 

た
震
に
瀞
殿
遁
笹
を
命
ぜ
ら
れ
、
赤
旗
山
本
宮
寺
と

稽
し
た
と
な
っ
て
居
る
。
後
職
鼠
の
震
に
衰
へ
た

が
、
長
漣
龍
が
こ
の
地
方
を
領
す
る
に
及
び
再
興

し
、
そ
の
子
漣
頼
の
時
寛
文
元
年
六
周
の
寄
誕
朕
に

は
、
堂
塔
修
理
科
七
石
四
斗
、
院
主
十
五
石
、
策
春

院
十
三
石
三
斗
、
恰
岩
院
十
二
石
五
斗
、
千
手
院
及

び
莱
蔵
坊
各
六
石
七
斗
と
記
す
る
が
、
後
に
は
策

春
・
恰
場
二
院
の
み
に
な
っ
た
。
能
登
名
跡
志
に
、

『
赤
藤
山
本
宮
寺
と
て
高
嶺
に
あ
り
。
推
古
天
皇
の

御
祈
願
所
に
し
て
、
昔
は
七
堂
伽
藍
御
建
立
あ
り
。

六
十
像
坊
建
並
び
て
簸
地
の
大
寺
な
り
し
を
、
兵
鼠

に
炎
上
し
て
奥
院
・
二
王
門
ま
で
残
り
あ
り
し
を
、
.

英
後
畏
家
よ
り
再
興
あ
る
と
い
へ
ど
も
、
今
僅
に
奥

院
・
講
堂
と
策
春
院
・
恰
岩
院
の
二
坊
句
み
あ
り
。
飽

よ
り
奥
本
祉
へ
は
廿
町
菅
る
也
。
赤
務
権
現
、
木
地

千
手
観
音
也
。
十
五
町
に
御
手
洗
の
池
あ
り
o
冷
水

に
し
て
清
き
事
限
り
な
し
。
諦
堂
の
本
館
は
、
弘
法

大
師
の
作
五
智
如
来
、
丈
六
の
金
像
の
大
備
五
体
安

置
あ
り
。
露
揚
に
し
て
石
動
山
に
準
ず
る
山
也
。
密

宗
也
。
叉
勉
山
天
紳
と
て
麓
に
立
せ
給
ふ
。
叉
近
き

陥
ま
で
は
赤
誠
山
は
雨
部
習
合
に
て
、
紳
主
長
尾
土

佐
守
と
て
あ
り
し
に
、
祉
備
と
論
有
て
退
縛
せ
り
o
』

と
記
し
て
ゐ
る
。

ア
カ
ク
ラ
ザ
ン
エ
ン
ギ
赤
議
山
縁
起
鹿
島
郡

三
引
な
る
赤
旗
紳
祉
の
別
賞
赤
旗
山
本
宮
寺
の
縁
起

-


